




































　「局部的改革」（Pitfalls of Partial Reform）とは、移行経済における１つの重要なモデル
である。「局部的改革」とは経済改革が局部的には遂行されたが、完全には進捗していない
状態を称している。「局部的改革」モデルの提唱者は1980年代アメリカの経済学者K・モー
















































































































































































































































































































































































































人民幣：千元 2009 2010 2011 2012
資金投資の収益 274,207 616,189 1,058,689 1,280,404 



















































































































１）K. Morphy, A. Shleifer and R. Vishny, “The Transition to a Market Economy: Pitfalls of Partial 
Reform”, The Quarterly Journal of Economics, 107, pp. 889-906.
２）商業銀行ではない、政府主導して、専業に営む銀行。
３）中国銀行業監督管理委員会。
４）小規模な預金業務や個人、企業を対象に両替、融資などを取り扱う私設金融機関である。
５）個人の人脈や経営能力によって形成した小規模なファンド、合法性がない。
６）資産と負債の構成、例えば銀行であれば、全ての預金や貸し出しの金利・期間を把握し、将来の公
定歩合等の変動を予測し、それを踏まえた上で、リスクの最小化と収益の極大化を図るリスク管理の
手法。
７）農村部における中小企業。
８）鐘笑寒、湯茘「農村金融機関収縮の経済影響：中国に対するの実証研究」『経済評論』、2005年第１
期、109-115頁。
９）2005年以前、多数の農村信用組織は集団所有制の形で存在していた。集団所有制は所有権不明の問
題を起こし、経営者の経営意欲を低下させ、且つ経営上の困難をもたらした。それは農村信用組織だ
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けの苦境でなく、1990年代以降の郷鎮企業の衰退にも関わるものである。
10）1042社の中、大規模な民間企業も含めている。中小企業が国有銀行から融資を受けるのは、より難
しいと考える。「2010年民営報告：経済転換中の民営企業発展」、中国経営者調査システム。
11）預金残高−貸付金残高で計算された一つの指標。
12）改組する前の農村信用社は、都市部に営業してないため、預金と融資は農村部に限定される。
13）金融抑圧論とは、育成すべき特定産業の投資活動を活発化させるために、人為的に金利を低く抑え
る政策のことを指す。なお、実質金利を一定の水準に低位抑制することを、特に金融抑制と呼ぶ。
14）万佩芸、廬晶晶、沈華珊「資金の二重価格制が企業の資金調達に対する影響に研究」、『新余学院学
報』2012年10月第17卷第５期。
15）中小企業の貸付期間について、周月書（2008）は2007年７月、江蘇省の175社の中小企業に調査し
た。調査の結果、43.58%の企業は半年以内の貸付金を需要、75%の企業は１年以内、３年以上の長期
貸付需要があるのは４社だけ。
16）低中所得者向け政策支援住宅
17）「2009年中国貨幣政策執行報告」、中国人民銀行　2009年度。
18）大手建設業会社と大手不動産業会社はほぼ国有企業である。国有企業も国有銀行と密接な関係があ
るため、国有企業に融資する資金が多い。
19）2010年２月から2012年２月まで、中国経済は実質的なマイナス金利を継続する。
20）中国の炭鉱業（全国のエネルギー消費の70％以上の割合を占める重要な産業）について考察してみ
ると、国有トップテン炭鉱企業を合わせても全産出量の30％しか達していない。
21）「山西省における炭鉱業改革の推進」『21世紀経済報道』2011年10月29日付け。
22）胡乾坤「山西炭鉱資源調整の法律経済学分析」『新西部』2010年第６期、64頁。
23）浙江省東陽市出身の呉英は2002年前後、20歳で起業し、美容院からホテル、不動産と、事業を急拡
大した。だが「民間金融（高利貸）」の借金返済で経営難に陥り、2009年末に資金詐欺罪で死刑判決
を受けた。上訴したが、2012年１月18日、浙江省高級人民法院（高裁）が「2005−2007年の間に、高
額の利益を餌に投資や運転資金などの名目で11人の不法な金融仲介人から７億７千万元（約100億円）
の資金を集め、３億８千万元（同50億円）をだまし取った」ことを主な理由として、呉英に１審（同
省金華市中級人民法院＝地裁）と同じ死刑判決を下した。本人は「知り合いの仲介人から借りた事業
資金で、彼らから詐欺の被害届も出ていない」と弁解し、学者や金融業従業員も「現地ではこのよう
な資金関係は普通だ」と認め、世論は彼に強い同情を示した。４月20日、最高裁は死刑の判決を許可
せず、浙江省高級人民法院（高裁）の審理に差し戻す決定を下した。一方、彼の資金詐欺罪は充分な
証拠があるとし、一審と二審の判決は合法的だと判断した。
24）2012年３月28日、温家宝総理は国務院常務会議で「浙江省温州市金融総合改革試験区の総合方案」
を公表した。金融業の総合改革案として、
①民間融資業の規範的な発展
②新型金融機関の育成
③専門的な資産管理会社の育成
④個人への海外直接投資の試験的解禁
⑤地方の金融機関の改革
⑥零細企業と農家・農業向け金融商品・サービスの開発促進
⑦地方資本市場の育成
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中国の民間金融問題についての一考察
⑧各種債券商品の開発奨励
⑨保険サービス分野の開拓
⑩社会信用体系の構築と強化
⑪地方の金融管理体制の整備
⑫金融総合改革のリスク防止メカニズムの構築
という12項目の目標が提出された。
25）国務院の意見を充実させるため、2012年５月26日、中国銀行業監督委員会は27号文（「中国銀監会
関于鼓励和引導民间資本進出銀行業的実施意見（中国銀監会による民間資本の銀行業参入の奨励と誘
導に関する実施意見）」）を公表した。内容から見れば、
①民間金融が都市商業銀行、農村信用組織に20％以上の株式を持つことを認める。
②民間金融が村鎮銀行を開設する要求を下げる。
③農民が農村資金互助社を開設することを支持する。
④民間企業が信託会社、消費金融会社に投資することを支持する。
⑤小額貸付会社が村鎮銀行に転換することを許可する。
⑥各銀行が小規模民間企業を育成・支持することを奨励する。
などの条文が重要である。これらの内容から見れば、前の「非公36条」と「新36条」の区別は、後者
において民間金融の具体的参入細則と実現性について詳しく定めたことである。
26）曹鳳岐「温州金融改革と民間金融の合法化」『中国市場』第37期、2012年、55頁。
27）曹鳳岐「温州金融改革と民間金融の合法化」『中国市場』第37期、2012年、55-56頁。
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